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保育実践による数量概念の発達７７

【まとめ】これらの結果から，心的状況をうまく推定しイメージ

ペア条件により音楽創作プロセスに差がみられた。高を共通につくり出し，修正するような発言が多くみられ

ペアでは，共通創作イメージを保持し軌道修正するようることが満足度に関わる要因であるらしいと言え，音楽

な発言を他者が行うといった一種のモニタリングが生じのように言語化して表現することが難しい課題遂行場面

る様子が観察された。相手がどのようなイメージをもつでも，ペアによる協同音楽創作を通して相手からの支援

ているか心的状況を推定し，相手の保持するイメージにを得つつ問題解決へとアイデアを選択・利用し課題遂行

沿った形でアイデアを提示することで，より選択されやしていくことが可能であることが示されたと言えよう。

すい状態（効率的）に導いていた。一方，低ペアは両者
【参考文献】

が強固に自分の意見を保持し共通認識をつくりだすこと
森田真一・侍原いづみ大学教育におけるコンピュータの音

が出来なかった。情報が増えることは必ずしもメリット
楽作曲への活用全日本電子楽器教育研究会論文集Ｐｐ．

とはなり得ず，かえってアイデアがまとまらず，決定で98-1021998年８月

きない面もあるのかもしれない。偏りペア（異なる満足 菅原いづみ音楽科におけるCollaborationの役割：大学に

おける実践を一例に日本音楽教育学会東北地区例会
度水準の学習者同士）では，満足度高の参加者は技能の 弘前大雑１９９９年３月

低い参加者であり，満足度低の参加者は技能か高く主導 菅原いづみ昔楽教育における知識・刺造性支援コン

ピュータ＆エデユケーシヨンｖｏＬ６Ｐｐ・ｌｌ２－ｌｌ６
権を握っている参加者であった。満足度の差が生じた要 １９９９年５月

因は，相手が単なるあいづちや無反応を数多く繰り返し菅原いづみ協同音楽創作場面での社会的机刷'|州と満足感
日本心理学会第６６回発表論文集２００２年９月広島大

たため，モニタリング機能を満足度低の参加者がうまく
学

働かすことができなかったことが関係したと思われる。
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一一斉指導活動における教師の数的援助一

榊原知美＊

日本の幼児の数賊能ﾉﾉは米国をはじめとする欧米の同

年齢の幼児に比べ優れていることが報告されている

(GinsburgeZaJ.,１９９７)．このような日本の幼児の数量能

力への説明の一つとして，Hataｎｏ＆Inagaki（1999)は

数量活動を奨励する傾向にある日本文化を反映した幼稚

園教師の保育が，意図せずして幼児の数量学習を促進す

る役割を果たしていると主張している．山内(1994)は

幼稚園教師を対象に質問紙調査を行い，例えば数感覚を

育てるためには「ゲームなどで得点した数がわかるよう

なものを用意」（p､199)する，形態感覚を育てるために

は「片付けのときに積み木をうまく組み合わせてしまう

ようにアドバイスする」（p,205)など，幼稚園教師は幼

児の数，数詞，計算，長さ，量，重さ，形態，空間，時

間の感覚を育てるために多様な環境構成および援助を

行っていると報告している．また中沢(1981）は幼稚園

における幼児の数騒行動の観察から保育者を含む大人の

行動や言葉かけが重要な役割を果たしていることを指摘

した．これらの報告は豊富なエピソードをもって日本の

幼稚園教師が幼児の数量学習を効果的に促している可能

性を示唆するが，実際に保育活動を通した幼稚園教師の

数的支援について実証的に検証した研究はまだなされて

いない．本研究は，幼児および教師による数量行動が日

本の幼稚園で行われているどのような保育活動において

認められる傾向にあるのかを明らかにし，また，そのよ

うな活動において教師は幼児の数量行動を促すどのよう

な支援を行っているのかを詳細に検討することを目的と

した．

方法

対象東京都および神奈川県の私立幼稚園７園１４クラ

ス（年少７クラス，年中７クラス)．教師の指導のもとに

対象クラスの幼児全員が特定の課題に関与する集団活
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については活動の長さに関わらず１回以上行動が生じ

たかについて判定した．各活動での幼児および教師の数

量行動はまた，Ginsburg,Inoue＆Ｓｅｏ（1999)のイン

フォーマル算数の５つのカテゴリーを本研究用にごく

わずか改変した次のものに分類された：①分類人やモ

ノを適切な集団に入れる，②関係性量の大小関係につ

いての比較・評価をする，③数え上げ数的な判断や数

量化をおこなう，④ダイナミックス数量の変化ないし

変換のプロセスを吟味する，⑤パターン・形パターン

や形を見つける，予測する，創作する．また，数量行動

の種類については，インフォーマル算数の各側面に関す

る行動が認められた観察日数を，活動ごとに算出した．

活動の識別についてはその信頼性は高いと考えられるた

め，数量行動の分類についてのみ筆者と１名の評定者が

独立に分類を行い一致率を評定した．結果，判定一致率

は94.6％であり，不一致部分については協議により決

定した．

Tableｌ数量行動が認められた一斉指導活動の観察日数

１
２
２
４
４

インフォーマル算数の５つの側面（活動日数）観察された日数

（含数量行動）
一斉指導活動

１

分 類 関係性数え上げダイナミックスパターン・図形

１

２

歌

楽器

制作

お絵かき

粘土

図形の名前

体操・ダンス

運動

縄跳び

プ ー ル

動物の世話

植物の世話

物語の読み間かせ

ワークブック

ことわざ・論語・

俳句・漢語の練習

絵本

ごっこ遊び

宝探し

お誕生会

遊具の説明をうける

図書室で本を借りる

背の順に並ぶ練習

避難訓練

身体測定

計数の練習

数唱

膜想

３
３
６
３
１
１
８
３
１
１
３
２
８
４
４
２
２
１
１
１
１
１
１
１
３
２
１

２ １
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

６
１
６
３
１
１
７
２
－
１
２
２
５
４
４
１
２
１
１
１
１
１
１
１
３
２
１

１く
１
１
く
Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３ ４
１
５
３

１ ３

１

１

４
２
１

５
２
１
１
３
２

３
２

３
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動，特に，教師の保育計画に沿って選択される一斉指導

活動を分析の対象とした．

観察時期５月上旬から夏休みに入る直前の７月中旬ま

での約２カ月半．５月上旬から６月上旬(時期I）と６月

下旬から７月中旬（時期Ⅱ）の２つの時期において，ｌ

クラスにつき各期１回ずつ，合計２８回の観察を行った．

手続き訓練された観察者２名が朝の９時３０分から

１１時３０分まで園を訪れ保育活動の自然観察をおこ

なった．観察者１名は保育活動の流れに加え，幼児と教

師の数量行動およびその文脈を詳細にフィールドノート

に記録した．もう１名は補助としてビデオカメラによる

移動撮影をした．また，教室全体を見渡せる位置にビデ

オカメラ１台を設置し撮影した．

分析方法フィールドノートの集団活動の記録より教師

の保育計画に沿って選択される一斉指導活動２７種類が

抽出された．その後，それぞれの観察日にて認められた

活動の識別を行った．識別された活動における数量行動

’
一
１

１

１

１

３

１

１

１
１
１

４

１
１
１

１
１

１

１
１ １

１
３
２
１
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結果

各一斉指導活動において数量行動が認められる頻度を

検討するため，各活動が観察された日数，および活動中

に教師もしくは幼児の数量行動が認められた日数を求め

た．また，教師もしくは幼児の数量行動については，イ

ンフォーマル算数の各側面に関する行動が認められた観

察日数を．活動ごとに算出した．

一斉指導活動が実施されたすべての観察日における

81％の観察日で教師もしくは幼児による数量行動が認

められた．Ｔａｂｌｅｌに示したように頻繁に観察された一

斉指導活動は「歌」（２３観察日)，「体操・ダンス」（８観

察日)，「物語の読み聞かせ」（８観察日)，「制作」（６観察

日）であり，うち数量行動が含まれていたのは「歌」（１６

観察日)，「体操・ダンス」（７観察日)，「物語の読み聞か

せ」（５観察日)，「制作」（６観察日）であった．

それぞれの一斉指導活動における数量行動の種類に注

目すると，「数え上げ」に関係したものが，それぞれの活

動において数量が認められた観察日の８７％の観察日で

認められた．「関係性」「パターン・図形」「分類」はそれ

ぞれ平均３４％，３０％，２０％の観察日において認められ，

「ダイナミクス」はほとんど認められなかった(8％)．「数

え上げ」の行動は「歌」の活動を通して最も頻繁に認め

られた（１４観察日)．「パターン・図形」は「制作」の活

動を通して（５観察日)，「分類」は「体操・ダンス」の活

動を通して（３観察日)，「関係性」は「制作」の活動を通

して（４観察日)，そして「ダイナミクス」は「歌」の活

動を通して（３観察日）それぞれ最も頻繁に認められた．

一斉指導活動の中で最も多くの日数において数量行動

が観察された「歌」と「体操・ダンス」のそれぞれの活

動における，教師の数的援助について以下詳細に分析し

た．

歌「歌」の活動が観察された２３観察口のうち１５観察

日において，教師は歌の歌詞にインフォーマル算数の要

素が含まれている歌を選択した．幼児が歌った歌は「数

え上げ｣，「ダイナミックス｣，「関係性」のいずれかに関

係したものであった．また，教師は歌の最中には数．大

きさなどを身体で表現するように促した．以下の例では

それぞれ「数え上げ」と「関係性」の行動が認められた．

｢ｌと５でたこ焼き食べて～’２と５で焼きそば食べ

る，３と５でケーキを食べて，４と５でカレーライス

たべて，５と５でおにぎり食べて～…」という歌を指

で数字を示しながら歌う（例：ｌをたこ焼きの串，５を

たこ焼きの入れ物に見立てる)．歌い終わった後,子供

が先生に「もっとはやくやろ～！」とせがむ．男の子

は「３０ｋｍ11」といい，先生が「３０ｋｍはそんなに早

くないなぁ」と答えた．（Ｏ幼稚園。年中・５月）

｢小さな極，小さな種，大きな種，中くらいの種，中く

らいの種，中くらいの種，大きな種，大きな種，大き

な花」の歌を歌う．歌の最中に手で種や花の大きさを

示す．歌い終わった後，先生は「大きな花咲きました

か？」と子供に聞く．（Ｎ幼稚園・年少・５月）

体操・ダンス「体操・ダンス」の活動が観察された７

観察Ｒのなかで，４観察日において教師が準備体操や体

操の途中で数の掛け声をかける「数え上げ」の行動が認

められた．幼児は教師と一緒に数の掛け声をかけること

が促された．

園児全員と先生がホールに入ると，体操の先生か侍っ

ていた．すぐに準備体操に入る．体操の先生が「1,2,

3,4」と言い，園児たちが「5,6,7,8」と言いながら体

操をした．体操の先生が「1,2,3,4」というスピード

をどんどん上げていくと，園児たちもそれに従ってい

た．このやり取りが準備体操中続いた．（Ｎ幼稚園．

年中・６月）

また，教師は３観察日において体操・ダンスの準備の

ため幼児に特定の|順番もしくは形で並ぶよう指示した．

それらの行動は「分類」「関係性」「数え上げ」「パター

ン・形」に関係したものだった．以下の例では「分類」

｢関係性」「数え上げ」の行動が観察された．

教室移動．園児たちは男女別に背の順に並ぶように指

示された．先生が「小さい順に並ぶんだよ，小さい順，

小さい順」と言った．先生が「はい，ｌば～ん，２ば～

ん」と確認しながら園児たちを並ばせている．女児に

向かって「○○ちゃん，もっと後ろ，。◎ちゃんの後

ろ」と言った．先生は口頭で指導するだけではなく，

園児の腕を引いたりして並ばせている．（Ｎ幼稚園。

年中・６月）

最後に，２観察口において「体操・ダンス」の途中に

幼児に特定の人数グループを作るように指示する教師の

行動が認められた．以下は「数え上げ」と「分類」の行

動が示された例である．
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音楽に合わせて踊る．先生が子供に「さあ，３番いく

よ．あ，まだだった．…もう１回，回るよ．…じゃあ

ね，今日は新しいのやってみようか．２人組みになっ

てみよう．お友達と２人組み．…お友達と手をつない

で，お友達と２人組みになれたら…」子供が「４人組

でもいいの？」と先生に聞くと先生は「ううん．２組

みがいいな－．２人組みがいいな．２人組みになれた

ら，座れや，ほい.」と答える．練習をした後，今度は

「お友達と２人組みになって，（踊り）やってみよう

か.」と言い，「なくなくそこぬけ…」にあわせて，両

手をつないでまわり，背中あわせになる練習をはじめ

る．（Ｆ幼稚園。年中・５月）

考察

本研究では，教師および幼児の数量行動が日本の幼稚

園のどのような保育活動にて認められる傾向にあるの

か，またそのような活動にて教師は幼児の数量行動を促

すどのような援助を行っているのかについて，教師の指

導のもとにクラスの幼児全員が特定の課題に関与する集

団活動，特に教師の保育計画に沿って選択される一斉指

導活動に焦点をあて検討した．その結果，日本の私立幼

稚園では幼児の数量学習を直接的な指導の目的とした保

育活動はごく少数しか行われておらず，幼児の数量行動

および教師の支援は一斉指導活動全般にわたり分散的

に，しかし比較的頻繁に生じることが示された．つまり

日本の幼稚園教師は，たとえ意図せずに行っているもの

だとしても，比較的多くの数量要素を幼児に紹介し，ま

た数量への関与を幼児に促しているのである．本研究で

見出されたこのような傾向は，日本の幼稚園教師の保育

が幼児の数量学習を促進する役目を果たしているという

Hataｎｏ＆Inagaki(1999)の主張を支持するものと考え

られる．

一斉指導活動では，クラス全体で歌を歌う，音楽や掛

け声に合わせて体操・ダンスをする，物語を読み聞かせ

られる，作品を制作するなどの活動が頻繁に行われ，中

でも歌を歌う活動，体操やダンスをする活動，作品を制

作する活動において，教師および幼児の数量行動が頻繁

＊慶膳義塾大学大学院社会学研究科教育学専攻博士課程
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に認められた．行動の数的種類としては，数えることや

数詞の使用に関するものが最も頻繁に認められ，続いて

量の大小関係を比較することに関する行動，パターンや

形に関する行動行動，種類分けに関する行動の順に頻繁

に認められた．人やモノの数量についての加減算に関係

する行動はほとんど認められなかった．教師は歌を歌う

活動においては数を数える，大きさなどの大小関係を比

較するおよびモノの数を足すことに関わる歌詞が含まれ

る歌を幼児に紹介し，体操・ダンスの活動においては，

体操の途中に数の掛け声をかけることを幼児に促す，特

定の順番もしくは形で並ぶよう指示する，特定の人数グ

ループを作るよう指示するなどの教師の援助が示され

た．

本研究では幼稚園教師の保育が日本の幼児の数量学習

に効果的に影響している可能性が示唆されたが，保育活

動における幼児の数量行動および教師の支援が幼児の数

量学習とどのような関係にあるのかについては検討され

ておらず今後の課題として残される．
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